
　東日本大震災被災地支援のため多久市職員を派遣（5月26日までに6人）しています。「佐賀きずなプロジェクト」
派遣事業で、避難所運営支援にあたった藤井職員と保健師として支援にあたった菊池職員がその報告をします。
　市では、支援要請により、今後も職員の派遣を予定しています。

　私は約80人が避難して
いる松岩小学校に派遣され、教室で寝泊りし、物
資の仕分けや配食など避難所の運営業務を行いま
した。食料はおにぎりやパンなどの炭水化物が主
で、栄養のバランスに問題を感じました。避難所
の学校は、再開に向けた準備が進められており、
学校への負担をかけないよう避難者は自主的な話
し合いを行ったり、施設の清掃や配食作業なども、
避難者の協力が積極的な避難所でした。
　気仙沼市は平地が少なく、津波や火災で壊滅状
態。避難所から300ｍほど下ると、突如としてガ
レキ一面の状態で、ヘドロの混じりあったような
臭気がありました。派遣中も強い余震により電気・
水道が停止し、まだまだ予断を許さない状況でし
た。水道や電気の必要性を改めて認識。特に飲み
水としてだけでなく、うがい・手洗いといった衛
生的な面でも、水の必要性を感じました。今、最
も必要なのは住宅で、仮設住宅の早急な建設が望
まれ、事務的な支援も必要と感じました。

（4月5日～12日まで
　宮城県気仙沼市で活動）

東日本大震災 現地で支援活動をしてきました
多久市職員
レ ポ ー ト

総合政策課

藤井康輔 職員

　私は避難所の健康相談と被災地区の家
庭訪問を行い、健康状態の確認や余震に備えての対応などの聞き
取り調査を行いました。
　避難所の文化センターでは、500人以上もおられ、一人ひとりに
声を掛け健康状態を確認することから始めました。１月経った頃で、
避難所生活の疲れも加わり、身体的にも血圧が上がってきたり、
便秘を起こしたり、かぜを繰り返したり多くの課題がでてきてい
ました。食事もおにぎりとパンの炭水化物が主で、栄養のバラン
スが取れにくい現状が継続。4月の余震で、断水となっており、洗
面やトイレなど生活する上で不便な状況でした。その大変な状況
の中で、私が声をかけると、「ありがとうね」「遠くから来てくれ
たね」などと、逆にやさしい声を返していただいて、人とのかか
わり、人の優しさを感じることも多かったです。その場に居合わ
せた人々で協力して身体をいたわりあう場面なども見受けました。
　家庭訪問では、人口62,000人、24,540世帯のうち、約4分の1
である6,400世帯が被災。各戸を回り、今の生活状況や健康面など
お話を伺ううちに、今回の怖さ・今の不安さを話しながら、涙を
流され一緒に涙することも多かったです。住み慣れた土地で仲間
と暮らせる楽しさはもっとも大切なことだと感じました。

（4月14日～20日まで
　宮城県多賀城市で活動）

健康増進課

菊池伊津子 職員
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